
富士山ハザードマップ（改定版）住民等説明会
日 時 ： 令 和 ３ 年 1 1 月 1 0 日 （ 水 ）
場 所 ： プ ラ サ ヴ ェ ル デ

富士山ハザードマップ（改定版）
の読み解き方

静岡県危機管理部危機情報課
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ハザードマップ改定の経緯

１．

3　

○富士火山地質図（第２版）に基づき年代区分を再設定した。
○今回の改定では、活火山の定義である過去１万年の間で、特に噴火活動が活発な須走

-b期（約5,600年前）以降を対象とすべき富士山の噴火年代区分とした。

１．
poi

nt

年代区分 時期 
主な噴火
口の位置 

噴火の傾向 

古富士火山 
活動期 

－ － － 

新
富
士
火
山
活
動
期 

ステー
ジ１ 

約11,000年前 
　～
約8,000年前 

山頂と
山腹等 

多量の溶岩流の噴
出 
噴出量は、新富士
火山全体の8～9割
に及ぶ 

ステー
ジ２ 

約8,000年前 
　～
約4,500年前 

山頂 

溶岩流の噴出はほ
とんどなく、間欠
的に比較的小規模
な火砕物噴火 

ステー
ジ３ 

約4,500年前 
　～
約3,200年前 

山頂と
山腹等 

小・中規模の火砕
物噴火や溶岩流噴
火 

ステー
ジ４ 

約3,200年前 
　～
約2,200年前 

山頂 
比較的規模の大き
い火砕物噴火が頻
発 

ステー
ジ５ 

約2,200年前
　～ 

山腹等 
火砕物噴火と溶岩
流噴火 

年代区分 時期 
主な噴火
口の位置 

噴火の傾向 

星山期 
約10万年前 
　～
約17,000年前 

－ 
爆発的噴火 
複数回の山体崩壊

富士宮期 
約17,000年前 
　～
約8,000年前 

－ 溶岩の大量流出 

須
走
期 

須走
-a期 

約8,000年前 
　～
約5,600年前 

（静穏
期） 

小規模な火砕物の
噴出 
（富士黒土層の主
要部分形成） 

須走-
b期 

約5,600年前 
　～
約3,500年前 

山頂と山
腹 

溶岩の流出、
火砕流の発生 
（現在の円錐形の
火山体の形成 ） 

須走-
c期 

約3,500年前 
　～
約2,300年前 

山頂と山
腹 

爆発的噴火、
火砕流の発生 
山体崩壊 

須走-
d期 

約2,300年前 
　～
現在 

山腹 
溶岩の流出 
爆発的噴火（宝永
噴火） 

　：対象とすべき噴火年代区分
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　平成16年版の想定火口範囲との主な変更点は、新たに追加された中規模噴火及
び小規模噴火の火口及び山頂から半径４km以内の全域を想定火口範囲に追加した
ことに伴い、想定火口範囲が広がった。

１．

poi
nt

大規模：紫
中規模：赤
小規模：黄

大規模：紫
中規模：赤
小規模：黄

 ふたご やまあん も やま
二子山天母山噴出物の火口

ひらつか
平塚噴出物の火口

がんのあな
雁ノ穴噴出物の火口

きたてんじん
北天神火砕丘の火口

とやづか
塒塚噴出物の火口

5　

　溶岩流

　火砕流　　　融雪型火山泥流

20mメッシュ
　溶岩流　　　　火砕流

　融雪型火山泥流

１．

○微地形や道路盛土などの大きな構造物の影響を反映するためには、より詳細な地
形データが必要。

○平成16年当時に比べ、コンピュータ技術が格段に進歩したことから20mメッシ
ュの地形データを採用。

poi
nt

200mメッシュの地形図 20mメッシュの地形図【特徴】
　谷地形などは
っきりせず大ま
かな地形のみ表
現される

【特徴】
　谷地形や尾根な
ど、細かい地形（
凹凸）が表現され
る

※2つの地形図は「富士山ハザードマップ改定に関する中間報告」による
。
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１．

○貞観噴火による噴出量の見直しにより、大規模噴火による溶岩流の噴出
量が増大した。

○新たに発見された鷹丸尾火砕流の堆積物の調査により、火砕流の噴出量
が増大した。

poi
nt

　小規模　2,000万m3

　中規模　2億m3

 大規模：7億m3

　小規模：2,000万m3

　中規模：2億m3

 大規模：13億m3

 240万m3  1,000万m3

1km
1k

m

1
k
m

10億m3

100m 10
0m

1
0

0
m

100万m3

（参考）10億m3とは

10億m3=
1km×1km×1km

100万m3=
100m×100m×100m

7　

富士山のハザードマップの種類

２．
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     溶岩流

小規模
噴火の場合

中規模噴火の
場合

大規模噴火の場合

溶岩流
ドリルマップ

※ 溶岩流の規
模ごとのド
リルマップ
の一例

全92ケース

全91ケース

全69ケース

溶
岩
流
の
可
能
性
マ
ッ
プ

大・中・小規模
全252ケース

火砕流・
  火砕サージ

火砕流
ドリルマップ

※ 全火砕流ドリルマップの内の1例

全35ケース

火
砕
流
・
火
砕
サ
ー
ジ
の

可
能
性
マ
ッ
プ

融雪型
  火山泥流

全55ケース

融雪型火山泥流
ドリルマップ

到達時間による区分

危険度による区分

最大流動深

融
雪
型
火
山
泥
流
の

可
能
性
マ
ッ
プ

9　
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大きな噴石
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            降灰（小さな噴石を含む）

平成16年版報告書の図から変更なし

12月６月

平成16年版報告書の図をから変更なし

降灰のドリルマップ 降灰の可能性マップ
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２．

○富士山が噴火した場合に、溶岩流や火砕流などの現象ごとに、規模や流量などを
設定した上で、どの範囲まで到達するか数値シミュレーション等を用いて想定し
たものをハザードマップと呼ぶ。

○富士山のハザードマップには、主にドリルマップと可能性マップがある。

poi
nt

ドリルマップ 可能性マップ

৻



ੰ 

ହ

　溶岩流、火砕流など個々の火山現象を
数値シミュレーションなどによって描い
た分布図

　各計算開始点からのドリルマップを重
ね合わせて作図した包絡線により、個々
の火山現象が及びうる最大範囲や最短到
達時間を網羅的に可能性領域として示し
たマップ

（注）一度の噴火で、ここに塗られ
た範囲の全てに溶岩流の危
険が生じるわけではない。

11　
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ドリルマップ 可能性マップ

ਹ
ਡ

　具体的な火山現象、災害（被災範

囲の広がりや規模等）をイメージし

やすい。

　各地の住民が自分の居住地等にお

ける災害の発生可能性を一目で理解

できる。

ಳ
ਡ

　マップに記載された一部の地域だ

けで被害が発生し、他の地域では被

害はないと誤解されるおそれがある。

　噴火等が発生したときの具体的な

被災範囲等をほとんどイメージでき

ない。

৻



（注）一度の噴火で、ここに塗られた
範囲の全てに溶岩流の危険
が生じるわけではない。


